
経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　新座市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 非設置 165,730 22.78 7,275.24 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　新座市においては、昭和４０・５０年代に布設
した管の老朽化が進み、また、浄水場施設につい
ても同様の状態であることから、今後の更新投資
を早急かつ計画的に行っていく必要がある。しか
し、人口減少社会の到来や節水器具の普及等によ
り、更新の資金源となる水道料金の増収が見込め
ない状況である。このため、業務の民間委託等に
よる経営効率化や広域化に向けた検討を進めると
ともに、近いうちに水道料金の見直しを検討せざ
るを得ないと考えられる。

7,257.32 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 84.56 99.91 2,145 165,467

全体総括

22.80

①経常収支比率
　令和４年度は動力費等の増加により下がったもの
の１００％以上で推移している。今後、水道使用量
の減少等により収支状況が悪化する可能性もある。
③流動比率
　短期的な支払能力を示す値で、類似団体を上回っ
ている状態である。
④企業債残高対給水収益比率
　類似団体と比較しても下回っているが、令和４年
度は施設の更新が進み、比率が上昇した。今後も、
更新を進めていく中で比率が上昇していく可能性が
ある。
⑤料金回収率
　令和４年度は、令和２年度同様、新型コロナウイ
ルス感染症に対する緊急経済対策として水道料金の
一部免除を実施したため給水収益が減少し、
１００％を下回っている。
⑥給水原価
　類似団体と比較し下回っているが、今後も設備等
の更新により減価償却費が増加し、給水原価が上昇
すると推測される。
⑦施設利用率
　施設の利用状況や規模を判断する指標であり、類
似団体と比較すると、施設をより適正規模で運用し
ていることを意味している。
⑧有収率
　類似団体よりも高い状態である。これは、漏水な
どが少なく、施設からの配水量が水道使用量に結び
ついていることを示している。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率、②管路経年化率
　管路経年化率からは類似団体と比べ老朽化の進
行度が遅いように見えるが、有形固定資産減価償
却率（数値が高いほど保有資産が法定耐用年数に
近付いていることを示す指標）は類似団体を上
回っており、今後老朽化が急速に進行することを
示している。
③管路更新率
　管路の更新ペースや状況を把握できる指標だ
が、類似団体より低い。管路の更新投資を早急か
つ計画的に行っていく必要があることを示してい
る。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】



経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　新座市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

22.78 7,275.24 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

165,730

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　適正値である１００％を上回っており、単年度収支
は黒字の状況である。今後も更新投資等に充てる財源
を確保するため、適正値である１００％を上回るよう
に努める。
②累積欠損金比率
　累積欠損金比率については、累積欠損金を生じてお
らず、今後も同様の傾向を見込む。
③流動比率
　前年度と比べ改善したが、適正値である１００％以
上を下回っている。支払能力を高めるため、現金預金
の増や企業債償還の原資を使用料収入で賄うようにし
ていく必要がある。
④企業債残高対事業規模比率
　前年度に比べ減少しており、類似団体平均値を下
回っている。土地区画整理事業に伴う新規借入額が減
少していること、過去に行った工事費等の借入に対す
る償還が進んでいることから、今後も減少傾向を見込
んでいる。
⑤経費回収率
　類似団体平均値を下回っているが、資本費の減少傾
向により１００％を上回っている。今後も、適正な維
持管理による汚水処理費の抑制や使用料収入の確保を
行っていく。
⑥汚水処理原価
　資本費の減少傾向により、当該原価については、低
くなっている。今後も、適正な維持管理による汚水処
理費の抑制や有収水量の確保に努めていく。
⑧水洗化率
　全国平均及び類似団体平均値よりも高い状態である
が、引き続き、水洗化指導を実施し、使用料収入の確
保を目指す。

資金不足比率(％)

- 76.73 95.92 100.00 1,639

自己資本構成比率(％)

158,855 14.64 10,850.75 【】 令和4年度全国平均

①有形固定資産減価償却率
 建設事業開始が昭和５０年であるが、地方公営企
業法の適用が令和２年度であることから、償却対
象資産の減価償却について全国平均及び類似団体
平均よりも進んでいない。
②管渠老朽化率
　法定耐用年数を超えた管渠が発生し、全国平均
及び類似団体平均を上回った。今後老朽化が進ん
でいくことから、ストックマネジメント計画に基
づき、管渠の更新を進めていく。
③管渠改善率
　全国平均及び類似団体平均を下回っているが、
ストックマネジメント計画に基づき、経営の健全
性を考慮した上、更新すべき管渠の把握や更新工
事額、財源等の確保など適切な管理に努めてい
く。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市公共下水道は、昭和５０年の建設開始以
降、着実に整備事業を進め、市民生活の向上を
図っていった。その一方で、整備事業の中心的財
源は企業債であったことから、これまでの各年度
の経営状況においては、資本費の負担が多く、汚
水処理原価や経費回収率の悪化要因となってい
た。しかしながら、近年、完済する企業債が増加
してきていることから、今後徐々に経営状況の改
善に寄与することが見込まれる。
　このほか、ストックマネジメント計画に基づ
き、今後更新すべき管渠の適正な把握に努めると
ともに、経営戦略に基づき、適切な使用料水準も
含めた総合的な経営分析を行い、経営健全化を
図っていく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】



経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　新座市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

22.78 7,275.24 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

165,730

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　昨年度の赤字の状況から、適正値の１００％となっ
た。経常費用の主な費用は減価償却費であるが、今後
は、企業債の償還完了に伴う支払利息が皆減すること
から、経常費用が減少し、黒字に変動していくと思わ
れる。
②累積欠損金比率
　累積欠損金比率については、累積欠損金を生じてお
らず、今後も同様の傾向を見込む。
③流動比率
　適正値である１００％以上を大きく上回っている。
今後も支払能力を高めるため、現金預金の増や企業債
償還の原資を使用料収入で賄うようにしていく。
④企業債残高対事業規模比率
　全国平均及び類似団体平均値より低い比率となって
いる。これは、管渠の整備が完了していることから、
新規の借入がなく、企業債残高が減少していることに
よる。
⑤経費回収率
　使用料収入で汚水処理に係る費用が賄えていない状
況であるが、資本費が減少してきていることから、今
後は、改善傾向を見込む。
⑥汚水処理原価
　資本費が減少してきていることに伴い、改善傾向に
ある。今後も、同様の傾向を見込む。
⑧水洗化率
　適正値の１００％であり、全国平均及び類似団体と
比較して良好な数値となっている。引き続き当該数値
を維持できるようにしていく。

資金不足比率(％)

- 94.88 1.41 100.00 1,639

自己資本構成比率(％)

2,329 0.34 6,850.00 【】 令和4年度全国平均

①有形固定資産減価償却率
②管渠老朽化率
③管渠改善率
　全国平均及び類似団体平均値よりも下回ってい
るかもしくは同様の比率である。
　供用開始から約３０年経過しているが、耐用年
数を勘案すると、現在は老朽化対策の緊急性は高
くなく、原則として更新は発生していない。

2. 老朽化の状況

全体総括

　今後は財務諸表の作成を通じて経営状況・資産
を正確に把握するとともに、経営戦略に基づき、
経営健全化を図る。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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H30 R01 R02 R03 R04

当該値 - - 387.85 552.26 632.34

平均値 - - 46.85 44.35 41.51

0.00
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600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 - - 322.48 224.17 167.76

平均値 - - 1,268.63 1,283.69 1,160.22
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平均値 - - 82.88 82.53 81.81
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当該値 - - 93.25 89.02 90.23

平均値 - - 187.76 190.48 193.59
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当該値 - - - - -

平均値 - - 45.87 44.24 45.30
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当該値 - - 100.00 100.00 100.00

平均値 - - 87.65 88.15 88.37

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.54】 【65.93】 【44.25】 【1,182.11】

【85.67】【42.22】【220.62】【73.78】

【28.00】 【0.03】 【0.13】


